
区東部より空撮した荒川区全景。隅田川が近接する

第19回
荒川区

　
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
の
際
、
荒
川
区
内
で
は
想
定
以
上
の

数
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
死

者
や
建
物
の
倒
壊
、
火
災
と
い
っ
た
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
東
京
都
が
発
表
し
た
首
都
直
下

地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
被
害
想
定
で
は
、

地
震
発
生
時
に
は
区
内
23
か
所
で
火
災
が
起

こ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
場
合
に
は
約

５
５
０
０
棟
の
建
物
が
焼
失
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
都
の
地
域
危
険
度
測
定
調

査
で
は
、
23
区
の
中
で
も
危
険
度
が
高
い
地

域
が
あ
る
な
ど
震
災
時
へ
の
対
策
が
必
要
で

す
。
木
造
住
宅
密
集
地
域
（
以
下
、「
木
密

地
域
」
と
い
う
。）
が
区
の
面
積
の
約
６
割

を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
区
民
が

建
物
の
倒
壊
だ
け
で
な
く
、
被
害
を
拡
大
す

る
要
因
と
な
る
延
焼
火
災
や
火
災
旋
風
の
発

生
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
は
上
水
道
の
約
６
割
が

断
水
し
消
火
栓
が
使
用
で
き
な
い
こ
と
も
想

定
さ
れ
、
木
密
地
域
の
初
期
消
火
が
進
ま
な

け
れ
ば
延
焼
地
域
が
広
が
り
、
犠
牲
者
の
増

加
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

荒
川
区
が
持
つ

災
害
へ
の
問
題
意
識

災害で一人の犠牲者も出さないために
〜首都直下地震に備えた永久水利施設の整備と防災対策〜

平成23年に発生した東日本大震災を契機に、各自治体では災害対策が見直されています。
荒川区も区内に災害時の危険度が高い地域を抱えており、

区では、火災等の災害に対しいち早く消火活動ができるよう、川沿いの地の利を生かした
永久水利施設の整備など独自の災害対策に力を入れています。また、災害時の備えに対しても町会を中心に

区民一人ひとりが意識を高く持ち、災害で一人も犠牲者を出さないための取組が行われています。
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限
に
あ
る
水
を
消
火
用
水
と
し
て
活
用
す
る

も
の
で
、
全
国
で
も
珍
し
い
取
組
で
す
。

　
平
成
26
年
３
月
９
日
に
あ
ら
か
わ
遊
園
に

区
内
初
の
永
久
水
利
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
施
設
の
完
成
に
よ
っ
て
、
区
の
北
東

部
を
流
れ
る
隅
田
川
の
水
を
消
火
用
水
と
し

て
活
用
し
、
災
害
時
に
上
水
道
が
断
水
し
て

も
消
火
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

先
行
事
例
の
少
な
い
中
で
の
苦
労

　
こ
の
取
組
は
こ
れ
ま
で
他
の
自
治
体
で
先

行
事
例
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
区
は
、
消
火

活
動
へ
の
効
果
的
な
活
用
や
災
害
時
の
取
水

量
な
ど
、
消
防
機
関
や
関
係
部
署
等
と
調
整

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
永
久
水
利
施
設
を
整
備
し
た
あ
ら
か
わ
遊

園
で
は
、
親
水
性
の
高
い
公
園
と
し
て
隅
田

川
の
水
を
園
内
の
流
れ
や
釣
堀
な
ど
に
利
用

し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、今
回
、消
火
用
水
と
し
て
の
利
用

と
な
る
こ
と
か
ら
改
め
て
河
川
管
理
者
で
あ

る
東
京
都
と
調
整
を
行
う
必
要
が
生
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
利
用
の
目
的
を
変
更
す
る
こ

と
に
よ
り
、
隅
田
川
の
河
川
水
を
永
久
水
利

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
上
水
道
が
断
水
し
て
も
消

火
用
水
が
確
保
さ
れ
、
長
時
間
に
わ
た
る
消

火
活
動
へ
の
活
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
区
民
か
ら
は
「
大
地
震
の
際
、
延
焼
火
災

に
よ
る
被
害
の
恐
れ
の
あ
る
荒
川
区
に
と
っ

て
、
枯
渇
す
る
こ
と
の
な
い
水
利
が
で
き
た

こ
と
は
、
大
変
心
強
く
安
心
で
き
る
」
と
い

っ
た
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
区
内
に
は
、
危
険
度
の
高
い
地
域
も
多
く
、

永
久
水
利
施
設
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

平
成
26
年
度
に
は
荒
川
区
役
所
前
の
荒
川
公

園
に
地
下
水
を
活
用
し
た
深
井
戸
に
よ
る
永

久
水
利
施
設
の
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
隅
田
川
に
面
し
た
都
立
尾
久
の
原

公
園
で
も
河
川
水
の
取
水
用
可
搬
消
防
ポ
ン

プ
を
配
備
し
て
永
久
水
利
施
設
と
し
て
活
用

す
る
計
画
で
す
。

地
域
力
を
生
か
し
た

災
害
へ
の
備
え

地
域
主
体
の
避
難
所
開
設
訓
練

　
防
災
の
施
設
整
備
が
進
む
一
方
で
、
地
域

力
を
生
か
し
た
防
災
対
策
が
活
発
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
も
荒
川
区
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
も
と
も
と
区
内
に
は
住
民
同
士
の
共
助
の

精
神
が
根
付
き
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

強
く
、
23
区
内
で
も
町
会
組
織
率
や
町
会
加

入
率
は
高
い
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
つ
な
が
り
を
生
か
し
、
災
害
時

に
地
域
の
避
難
所
と
な
る
学
校
等
で
の
避
難

所
開
設
を
迅
速
に
行
い
、
安
否
確
認
や
傷
病

者
の
搬
送
、
消
火
活
動
な
ど
を
ス
ム
ー
ズ
に

実
施
し
て
い
く
た
め
の
避
難
所
開
設
・
運
営

訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
は
大
き
な
混
乱
が
予
想
さ
れ
、
区

の
対
応
を
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
災
害
時
の

避
難
誘
導
や
避
難
所
開
設
が
遅
れ
て
し
ま
う

た
め
、
自
主
的
な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
町
会
で
は
避
難
所
の
出
入
口
の
カ
ギ
を
預

区
が
力
を
入
れ
る

防
災
へ
の
取
組

他
区
に
な
い
取
組
「
永
久
水
利
」

　
区
で
は
、
そ
う
し
た
被
害
を
少
な
く
す
る

た
め
に
、
永
久
水
利
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
西
川
太
一
郎
区
長
が
、「
災

害
で
一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
い
」
と
い
う

強
い
決
意
の
も
と
に
力
を
入
れ
て
き
た
災
害

対
策
で
す
。
特
に
震
災
時
の
災
害
対
策
と
し

て
、
初
期
消
火
や
延
焼
を
食
い
止
め
る
た
め

に
永
久
水
利
施
設
の
整
備
は
大
変
有
効
で
す
。

　
永
久
水
利
と
は
、
川
や
地
下
水
な
ど
の
無

災害時の消火活動に隅田川の水が一役買う
（永久水利施設完成式典）

永久水利施設利用の協定を締結
（左：東京消防庁小田切幸夫尾
久消防署長（当時）　右：西川
太一郎荒川区長）

永久水利施設の説明板

大
田
区

北

区

港

区

葛
飾
区

板
橋
区

世
田
谷
区

荒
川
区

新
宿
区

江
戸
川
区

練
馬
区

渋
谷
区

特
別
区
競
馬
組
合
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等
の
協
力
を
得
て
傷
病
の
緊
急
度
や
重
症
度

を
判
断
（
ト
リ
ア
ー
ジ
）
す
る
こ
と
で
、
重

症
中
等
症
者
の
病
院
搬
送
、
軽
症
者
の
治

療
・
応
急
処
置
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
区
内
に
派
遣
さ
れ
た
医
療
救
護
班

及
び
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）

な
ど
の
活
動
を
一
元
的
に
調
整
す
る
と
と
も

に
、
災
害
拠
点
病
院
と
密
接
な
連
携
を
図
る

た
め
の
医
療
活
動
調
整
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
災
害
拠
点
病
院
で
あ
る
東

京
女
子
医
科
大
学
東
医
療
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

「
東
医
療
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
と
の
位
置

関
係
や
設
備
面
か
ら
、
首
都
大
学
東
京
荒
川

キ
ャ
ン
パ
ス
内
（
以
下
、「
首
都
大
学
東
京
」

と
い
う
。）
に
緊
急
医
療
救
護
所
及
び
医
療

活
動
調
整
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ

い
て
協
議
を
続
け
、
昨
年
８
月
、
区
と
首
都

大
学
東
京
と
の
間
で
「
災
害
時
に
お
け
る
施

設
使
用
及
び
人
的
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

混
乱
時
を
想
定
し
た
医
療
救
護
連
携
訓
練

　
こ
う
し
た
体
制
を
も
と
に
平
成
25
年
11
月

23
日
に
初
め
て
行
わ
れ
た
医
療
救
護
連
携
訓

練
は
、
そ
の
計
画
修
正
の
実
効
性
も
検
証
す

る
た
め
、
地
域
、
関
係
機
関
や
団
体
、
東
医

療
セ
ン
タ
ー
や
首
都
大
学
東
京
と
い
っ
た
病

院
・
施
設
な
ど
の
協
力
を
も
と
に
実
施
さ
れ

か
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
自
分
た
ち
で
開

錠
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
に
合
わ
せ
、
地
震
発
生
時
か
ら
避
難
所

を
開
設
す
る
ま
で
段
階
を
追
っ
た
自
主
的
・

自
律
的
な
避
難
態
勢
が
と
れ
る
よ
う
な
訓
練

を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
町
会
で
は
地
域
住
民
の
安
否
確
認
を
行
い
、

安
否
が
確
認
さ
れ
た
世
帯
は
地
図
上
に
マ
ー

カ
ー
で
示
し
把
握
し
ま
す
が
、
地
域
住
民
も

自
分
の
安
否
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
あ
ら
か

じ
め
配
付
さ
れ
て
い
る
黄
色
の
「
安
否
確
認

シ
ー
ル
」
を
玄
関
な
ど
に
貼
り
だ
す
こ
と
で
、

救
助
者
が
判
別
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
う

し
た
地
域
力
の
高
さ
で
救
助
態
勢
を
迅
速
に

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
用
ト
イ
レ
の
設
置
や
世
帯
ご

と
の
間
仕
切
り

や
毛
布
の
準
備
、

炊
き
出
し
や
無

線
機
の
使
い
方

の
訓
練
な
ど
災

害
時
に
近
い
状

況
も
想
定
し
た

実
践
的
な
訓
練

を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
訓
練
に
参
加
し
た
人
か
ら
は
、
避
難
時
の

人
の
動
き
や
避
難
所
の
様
子
、
備
蓄
倉
庫
の

配
置
な
ど
災
害
時
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
っ
た
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

災
害
時
の
応
急
医
療
体
制
の
見
直
し

　
こ
れ
ま
で
大
震
災
等
の
発
生
時
に
は
大
勢

の
傷
病
者
が
病
院
や
診
療
所
等
へ
押
し
寄
せ
、

医
療
機
能
が
混
乱
し
、
緊
急
に
治
療
を
必
要

と
す
る
重
症
者
の
対
応
に
支
障
を
き
た
す
状

況
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
区
で
は
平
成

25
年
３
月
に
荒
川
区
地
域
防
災
計
画
を
修
正

し
、
災
害
時
の
応
急
医
療
体
制
を
見
直
し
ま

し
た
。

　
計
画
で
は
、
区
内
の
災
害
拠
点
病
院
や
災

害
拠
点
連
携
病
院
、
救
急
告
示
病
院
に
近
接

し
て
緊
急
医
療
救
護
所
を
設
置
し
、
医
師
会

ま
し
た
。

　
約
２
０
０
名
（
区
職
員
、
医
療
系
学
校
の

学
生
や
地
域
の
子
ど
も
た
ち
）
に
負
傷
メ
イ

ク
を
施
す
と
と
も
に
、
個
別
に
さ
ま
ざ
ま
な

動
き
や
発
言
を
割
り
振
っ
て
傷
病
者
役
を
依

頼
す
る
こ
と
で
、
被
災
時
の
緊
急
医
療
救
護

所
の
緊
迫
感
に
近
づ
け
た
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
時
協
定
を
結
ん
で
い
る
東
京

都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
荒
川
支
部
の
協

力
に
よ
り
個
人
タ
ク
シ
ー
で
傷
病
者
を
搬
送

す
る
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
災
害
時
の
緊
迫
し
た

雰
囲
気
の
中
、
実
践
的
な
訓
練
と
な
っ
た
」

「
漠
然
と
し
た
災
害
医
療
の
イ
メ
ー
ジ
が
具

体
的
な
課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
に
な
り
、
職

学校での避難所設置のほか
にＤ級ポンプでの消火活動
の訓練も行われた

医療救護連携訓練でのトリアージの様子

自ら確認者に安否を伝える安否確認シール
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り
」を
進
め
て
い
く
た
め
に
、区
で

は
国
や
都
と
連
携
し
た
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進

し
て
い
く
と
同
時
に
、永
久
水
利
施

設
の
整
備
や
応
急
医
療
体
制
を
整

え
、自
助・共
助
に
よ
る
地
域
防
災

力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、災

害
で
一
人
も
犠
牲
者
を
出
さ
な
い

災
害
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
区
内
の
約
６
割
を

占
め
る
木
密
地
域
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
に
荒
川
二
・
四
・
七

丁
目
地
区
、
平
成
26
年
度
に
は
町

屋
・
尾
久
地
区
が
「
木
密
地
域
不

燃
化
10
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
不

燃
化
特
区
の
指
定
を
受
け
、
被
害

発
生
や
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に

従
来
よ
り
も
踏
み
込
ん
だ
取
組
を

実
施
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
老
朽
木
造
住
宅
の

除
却
や
建
て
替
え
、
災
害
時
の
避

難
路
と
な
る
道
路
の
拡
幅
整
備
、

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
い

っ
た
こ
と
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、

災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
を
着
実
に
進
め
、
平
成
32

年
度
ま
で
に
延
焼
に
よ
っ
て
焼
失

し
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

員
の
意
識
が
変
化
し
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞

か
れ
る
な
ど
大
変
効
果
的
な
取
組
と
な
り
ま

し
た
。

　
一
方
で
、
緊
急
医
療
救
護
所
と
災
害
拠
点

病
院
、
そ
の
他
の
施
設
や
団
体
間
で
の
確
実

な
通
信
手
段
と
情
報
伝
達
、
調
整
機
能
の
確

保
、
区
と
関
係
団
体
と
の
役
割
分
担
の
明
確

化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
へ

不
燃
化
を
進
め
る
取
組

「
燃
え
な
い
燃
え
広
が
ら
な
い
ま
ち
づ
く

訓練では緊急時の連携体制も検証された
（写真はタクシーによる緊急輸送訓練）

◆赤いバケツ
　各家庭にある赤いバケツは、誰もが使える消火器材として区
が地域へ配備を行った防火用水バケツで、平成23年に関西学
院大学室崎教授の「大災害時に住民自身の災害対応活動が減災
の大きな力になる」との提言をもとに配付された。

◆地域力でできること
　災害時には、初期の段階での区民一人ひとりの行動や身近な
人との協力が重要となる。
　区内各地域では、地震発生時の家具類の転倒・落下防止対策
や地域で火を出さないための取組が行われている。
　また、区内には住民同士のつながりが強い地域も多いが、区
では個人や家庭、地域のさらなるつながりを持つための関係づ
くりを支援している。
　大地震の場合にはほんのわずかな火から大規模な延焼火災に
発展することから、区が配付した火災警報器が鳴動したら声を
掛け合って隣近所が協力して消火にあたるなど、共助による助
け合いも求められる。

◆レスキュー部と区民レスキュー隊
　南千住第二中学校では、「災害時に貢献できる中学生の育成」
を目的に、レスキュー部を創部し、防災・減災関連の活動を行
っている。夏休みに行われた「防災宿泊訓練」では、避難所の
設置や安否カードの記入、高齢者の避難誘導、炊き出し、消防
署の協力を得た傷病者の搬送訓練などを行った。昨年度から、
いざというときに支援が必要な方と顔見知りになっておくこと
を目的とした「絆ネットワーク」活動も始め、ＰＴＡ、町会、
地区委員会等に協力を依頼し支援を必要とする方に登録の呼び
かけを行い、高齢者へ安否確認を兼ねて学校だよりなどを届け
ている。
　今年度はこれらの活動に加え、地域行事の手伝いなど、地域
への貢献も活動の柱として取り組み始めた。
　一方、区民も区民レスキュー隊を結成し、自らの手による災
害時の救出・救護体制の整備を行っている。平成25年４月１
日現在、区内に58組織95隊あり、特に草分け的な存在「西尾
久四丁目町会レスキュー隊」は消防庁長官賞を受賞している。

地域住民による、自助・共助の取組

赤い防火バケツは
地域での初期消火
に有効だ

南千住第二中学校レスキュー部による防災宿泊訓練
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